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【問い合わせ】防災原子力安全課消防防災･原子力安全担当（☎282-1711 内線1522）

電話で防災行政無線の放送内容を聞くには…

※24時間以内に放送した内容を確認できます。

無料テレホンサービス
☎ 0120 ‐ 42 ‐ 4848

「東海村公式ＬＩＮＥ」の登録は…

【友だち登録方法】
ＬＩＮＥアプリの「ホーム」→
　 「友だち追加」から右のＱＲ
コードを読み取る

「防災ラジオ」をご利用の皆さんへ

　防災行政無線を通して伝える災害情報や行政上のお知ら
せなどをご家庭で聞くための機器として、村が貸し出してい
る「戸別受信機」「防災ラジオ」のうち、「防災ラジオ」について
は、ＡＭ･ＦＭラジオ放送を聞くこともできる汎用品である
ため、聞き慣れない異音が流れてしまうことがあります。不
快に感じられる方もいるかと思いますが、ご理解をお願いし
ます。
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　「放送を聞き逃してしまった」「放送をもう一度聞きたい」という場合は、防災行政無線の放送後24時間以内
であれば、無料テレホンサービスで放送内容を聞くことができますので、ぜひご利用ください。
　また、「戸別受信機」「防災ラジオ」を通して提供する情報は、「東海村公式ＬＩＮＥ」でも配信しています。ス
マートフォンやタブレット端末等をお持ちの方は、併せてご利用ください。

防災行政無線の放送内容を知りたいときは…防災行政無線の放送内容を知りたいときは…

▼放送終了後に流れる異音（「ギャギャギャ…ザッ」）
　このような音は、防災行政無線の放送が終わるときの信号（ＭＳＫ信号）とＦＭ信号の受信に伴い発生する音

（スケルチテール）で、メーカーにおいても、機器の性能上、消すなどの対応ができない音とされています。

「防災ラジオ」から流れる異音について「防災ラジオ」から流れる異音について

▼放送が流れていない時に流れる異音（「ザーザー」）
　このような音が発生する原因として、機器の故障のほか、次のようなことが考えられます。

【他の機器の電波による影響】
▽テレビや照明器具、パソコン、電話等のあらゆ

る電化製品から発せられる電波のうち、「防災
ラジオ」の電波に近い周波数の電波の影響を受
けて、異音が発生してしまうことがあります。

▽建物外からの影響（無線機等を積んだ車両が通
過したときなど）で異音が入ることがあります。

▽原因の特定は難しく、ラジオの置き場所や電源
コンセントを変更することで、異音を軽減でき
る場合があります。

【屋外アンテナの故障･周辺環境の変化による影響】
▽「戸別受信機」「防災ラジオ」用の屋外アンテナ（ダイ

ポールアンテナ）を設置し、年数が経過していると
きは、アンテナ本体･付属品の劣化･故障も考えられ
ます。

▽アンテナ付近に高い建物が
建ったなど、アンテナを設置
した当初から受信環境が変
わったことにより、異音が生
じている可能性もあります。


